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はじめに・・・

近年、気候変動の影響や猛暑日の増加により、工場や倉庫などの作業環境はますます厳しさ
を増しています。
高温下での作業は従業員の健康リスクを高めるだけでなく、生産性の低下や品質管理上の
課題も引き起こします。

さらに、空調設備による冷房負担が増大することで、電気代の高騰が企業経営に大きな負
担を与えています。エネルギーコスト削減は、今や全ての企業にとって重大な課題です。

こうした中、職場環境を整備し、エネルギー効率を向上させる取り組みは、SDGｓ（持続可能
な開発目標）への貢献にも直結します。

本資料では、Ｐｒｏｘ遮熱シートを活用した職場環境の改善策とそれによる電気代の削減・作
業効率向上の相乗効果についてご提案いたします。



製品概要

【特　徴】
・高い遮熱性
高純度(99.35%）のアルミを使用することにより、太陽光の熱線(赤外線)
を最大97％以上反射し、室内への熱の侵入を大幅にカットします。

・他社にはない表面腐食コーティング
弊社の商品は、適度な厚みで表面に腐食防止コーティングを施しているため、
高反射・低放射の性能を維持したままで、長期使用しても腐食しにくく、商品
としての寿命が長いです。

・特許工法【Proxワイヤー工法】
世界トップクラスの性能の遮熱シートで効果は半永久的です。※屋内施工
工場や倉庫等への遮熱工事を施す場合、Proxワイヤー工法での施工は
建造物をほぼ傷つけず、従来の施工方法と比べ施工スピードは20％UP！

・作業環境の改善
室内温度が平均で3℃～最大で10℃前後低下し、作業者の快適性が向上。
熱中症リスクの低下や人材確保・電気代削減にも寄与します。

本製品「Prox遮熱シート」は、建物の屋根や壁面に設置することで、太陽光や外気からの熱を効率的に反射・
遮断する高性能な遮熱材です。特に金属屋根・壁が多い工場や倉庫などにおいて、夏季の室温上昇を制御し、
快適な作業空間を実現します。



遮熱シートの効果

遮熱シートを導入することで、様々な効果が得られます。特に夏季においては、工場・倉庫などの金属屋根の施設で
その効果が顕著に表れます。

【１．室温の低下】
遮熱シートは、大要綱の熱を効率的に反射し、屋内の温度上昇を防ぎます。

・金属屋根の施設では、夏季の間、室温が平均3℃～５℃、最大で10℃以上低下。
・実測例：夏季の室温平均34℃～39℃だったが、施工後の夏季の室温平均が２９℃～３３℃に改善。

2021年7月28日・２９日
には最大温度差-10.2℃を
測定！



【2.空調コストの削減】
遮熱効果により、冷房負荷が大幅に軽減され、電気代の削減が期待できます。

・電気代を平均で約１５％～最大で２０％前後削減。

２０１４年８・９月の電気代と
２０１５年８・９月の電気代を
比べると770,000円以上
の電気代を削減！



環境整備の視点

快適な職場環境の整備は、従業員の健康と安全を守るだけでなく、企業の生産性や社会的信頼の向上にも直結し
ます。特に遮熱シートの導入は、企業が持続可能な発展を目指す上で重要な取り組みのひとつです。

【１．働きやすい職場づくり】
・高温環境の改善により作業者の熱中症リスクを軽減し、新たな人材確保にも
繋がる。
・室温低下によって、作業環境が改善し、集中力+作業効率・作業意欲が向上。
・労働安全衛生法など法的基準の遵守にも繋がります。

２０２５年6月には厚生労働省が、企業に
環境整備などの対策を罰則付きで義務化
する方針を決定しました！

要綱などによると、気温や湿度などから算出する「暑さ指数（WBGT）が２８℃以上、または気温３１℃以上の環
境で、連続1時間以上か1日4時間以上の作業をするケースについて、義務化の対象とする。

対策を怠った場合、法人や代表者らに科せられる罰則は、6ヵ月以下の懲役または50万円以上の罰金。厚労省
は4月にも改正省令を公布し、6月の施行を予定している。 （Yahoo!ニュースより抜粋）



【２．環境負荷の低減】
・遮熱シートによる省エネ効果は、冷房エネルギー使用量の削減と直結。これにより、CO2排出量の削減が実現し、
環境負荷を低減します。

【３．SDGｓ・ＥＳＧ経営への貢献】
・遮熱シートの導入は、ＳＤＧｓの「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」(目標７)や「働きがいも経済成長も」
（目標８）に寄与。
・ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス）経営の一環として、取引先や株主などのステークホルダーからの信頼性も向上。

【４．地域貢献とブランド力向上】
・企業が積極的に環境改善に取り組むことで、地域社会からの評価が向上。
・「環境に優しい企業」としてのブランドイメージ向上にもつながります。



快適な職場は生産性を15％～20％向上させる

【姫路市役所で実証！室温と作業効率の関係性】

姫路市役所で実験が行われたのは2019年の7〜８月の期間。きっかけは室温が25度から28度に上が
ると作業効率が約6％低下する、という先行研究があったからでした。そこで姫路市役所では、働く環境
を快適にして仕事の効率を高める働き方改革を推進するために調査・実証に乗り出しました。
調査の結果は、およそ4000人が勤務する市役所内で、エアコンの設定温度を28度から25度に下げた
結果、光熱費は実証実験期間中の約1.5ヶ月で約7万円の増加となりました。しかし、前年度と比べて総
残業時間が1人平均2.9時間減らすことができ、人件費は4000万円も節減することができたのです。

・作業効率が上がったと実感した人・・・85％　・就業意欲が向上したという人・・・８３％ という調査結果に！

【工場・倉庫においての考察】

工場の室温基準は重作業で26.5°Cとされていますが、これは「許容範囲」
であり、作業効率が落ちないわけではありません。実際、労働者が最も効
率よく働けるのは25〜26°Cで、それを超えると作業効率が低下すると
いうデータがあります。特に29°Cでは、作業効率が15%以上も低下する
結果が出ています。
さらに、工場内は機械の熱などで40°C近くまで上がることもあり、作業
ミスや事故、熱中症のリスクが高まります。職場の温度管理を徹底するこ
とは、作業効率アップだけでなく安全確保にも重要です。

室温と作業効率と熱中症リスクの関係
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遮熱技術で未来を守るー持続可能な社会への一歩

①SDGｓの概要

SDGｓ（持続可能な開発目標）は、２０３０年までに達成すべき１７の国際目標です。当社の遮熱技術は、
その中でも特に環境保護とエネルギー効果に貢献しています。

【エネルギーをみんなに　そしてクリーンに】
遮熱シートの導入により、夏季の電気代を約１５％前後～２０％前後削減。電力消費が抑え
られ、持続可能なエネルギー利用が実現します。また、エネルギーコストの削減は企業の経
済的持続性にも直結します。P４.の事例では、電気代の大幅削減が実現しました！

【住み続けられるまちづくりを】
屋根や外壁に遮熱対策を施すことで、工場や倉庫内の温度上昇を防ぎ、作業環境を快適に
保ちます。都市全体では、ヒートアイランド現象の緩和に寄与し、地域全体の居住環境改善
にもつながります。



【気候変動に具体的な対策を】
電気使用量の削減は、二酸化炭素（CO2）排出量の削減に直結します。遮熱シートの導入
により、年間で大幅なCO2排出削減が見込まれ、地球温暖化対策としても高い効果を発
揮します。

５００㎡の自動車整備工場、天井高６ｍ、遮熱シート施工、冷房稼働時間８時～１７時、四国電力管内という
前提で考えてみましょう。

【参考例】
遮熱シートで消費電力量が約１５%削減されたと仮定して・・・

・一般的な冷房電力量（工場５００㎡の場合）⇒年間消費電力：約50,000ｋＷｈ※目安として
・削減量：50,000ｋWh×１５％＝75,000ｋWh削減

CO2排出係数（四国電力）：約0.48ｋｇ-CO2/ｋWh（※2023年度の全国平均に近い値）

➤削減されるCO2排出量：75,000ｋWh×０．４８ｋｇ＝3,600ｋｇ（＝3.6トン）

結論：遮熱シートの導入により、年間で約３．６トンのCO2排出削減が見込まれる計算になります！
※遮熱シートの導入により、上記の内容を保証するものではございません※



導入事例

場所：愛媛県新居浜市　株式会社白石車体工業所様　面積：約１７７㎡　天井高：約５ｍ
施工日：2025年５月　施工期間：２日　施工日の最高気温：２５．５℃

【施工前】 【施工後】 【施工中のサーモ写真】

写真中心部が24.5℃（遮熱シート施工部分）
赤い部分は50.7℃（遮熱シート未施工部分）



場所：愛媛県新居浜市　株式会社A鉄工所　様　面積：約５２５㎡
天井高：約８ｍ～９ｍ　施工日：2025年１月　施工期間：３日

場所：愛媛県四国中央市　株式会社C様　面積：約７５㎡
天井高：約８ｍ　施工日：20２４年５月　施工期間：１日



導入までの流れ

STEP.1 お問い合わせ

簡単ヒアリング

STEP.２ 現地調査

無料お見積り

STEP.３ ご提案

見積書提出・打ち合わせ

STEP.４ ご契約

請負契約書に
署名・捺印

STEP.５ 着工

安心安全の責任施工

STEP.５ 工事完了

工事完了・完了確認

現地調査・お見積りは無料です！お気軽にお問い合わせください！



最後に・・・
近年の電気代の高騰や気候変動は、各企業にとっても大きな問題となっていると思います。
工場や倉庫などは、夏季の室温が４０℃を超える日が増えてきており、年々熱中症になられる方
が増えてきております。
また、電気代は各企業様の年間経費で占めてる部分も多いのではないでしょうか。

これがもっと大きな問題になり、手遅れになる前に、各企業で【暑さ対策】【電気代対策】
に取り組むべきです。
暑さ対策で既存建物にできることは限られております。

【遮熱塗料もしくはカバー工法】　　【エアコン設置・空調服支給】　　【Prox遮熱シートを施工する】

だいたいの対策は上記の３点だと思います。
ですが、この３点の中で投資コストが回収しやすく、ランニングコストがかからないのが
【Prox遮熱シートを施工する】一択です。

会社にも、そこで働く方にも地球にとっても一番いい対策を選択しましょう！！



セルロースファイバー断熱材施工

デコスファイバー
（デコスドライ工法施工代理店）

Ｓｔｏ塗り壁材×ＥＰＳ断熱材

付加断熱工事
【Sto外断熱工法】

住宅用・産業用

太陽光発電
蓄電池システム

医師が選んだシロアリ対策

ボロンｄｅガード

三王ハウジング株式会社 住環営業部　矢野　洋
TEL：０８９７－４６－１５１１　HP：070-4179-2494
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